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複雑形状成形技術の革新にむけた新しい微粒子分散・プロセス技術

環境情報研究院　准教授　飯島 志行

ܠഎڀݚ
　ۙ೥、ޙ加工などの従来手法ではදࠔݱ೉な೚ҙのෳࡶ形ঢ়෦ࡐを、生産ੑよく੡଄できる期଴か
ら、ඍཻ子෼ࢄ体（εϥϦー）を用いたηϥϛッΫε෦ࡐの̏࣍ݩ଄形ٕज़がޫ٭をཋびています。
これまで、ޫ学෦ࡐ、ϚΠΫロྲྀ࿏、৮ഔ・৮ഔ担体などをྫとしたଟくのෳࡶ形ঢ়෦ࡐが、�̙プϦ
ンλやர型中でのその৔ݻ化法によりઃܭされてきました。一ൠ的な̏࣍ݩ଄形用εϥϦーは、ޫߗ
化ੑӷঢ়थࢷにݪྉඍཻ子を෼ࡎࢄとともに高ೱ౓に෼ࢄさͤたものが࢖用されていますが、εϥϦー
中の༗ػ෺ؚ༗ྔがଟいため、形ঢ়෇༩ޙのס૩・୤ࢷ・ম結ૢ作で଄形෺の่յをটきやすく、ۃ
めて஗くて長い加೤ૢ作がڧいられています。また、ম結体のજػࡏ能を࠷大ݶҾき出すには、εϥ
Ϧー中でのඍཻ子෼҆ࢄఆ化やू߹構଄੍ޚがෆՄܽであり、ಛにηϥϛッΫεઃܭ෼໺では、ෳ数
छྨのඍཻ子をಉ࣌に഑߹するࡐྉܥがଟいため、その「ੵۃ的な੍ޚ」はࠔ೉をۃめます。

ཁ֓ڀݚ
　౰研究ࣨではこれらの課題を一ڍに解決するため、ಠࣗのඍཻ子界໘ઃܭや高෼子෼ࡎࢄのઃٕܭ
ज़に基づいて、あらΏる࣭ࡐのඍཻ子をॴ望の༹ഔ中に高ೱ౓෼ࢄさͤる手法を構築してきました。
ྫえ͹、ΧνΦンੑ高෼子にࢷ๱ࢎを෦෼的に会߹した෼ࡎࢄは、ඇਫࡎ༹ܥ中で֤छ࣭ࡐのඍཻ子
にٵணして෼҆ࢄఆ化することをݟ出しています（ਤ（B））。また、ඍཻ子や෼ࡎࢄの഑߹ॱংを工෉
するͩけで、εϥϦー中に͓けるඍཻ子のू߹構଄の「ੵۃ的な੍ޚ」がՄ能です（ਤ（C））。これら
のඍཻ子෼ٕࢄज़を活用することで、ྫえ͹ηϥϛッΫεࡐྉの੡଄工ఔ中で能ಈ的にඍཻ子の෼ࢄ・
ू߹構଄が੍ޚでき、࠷ऴ੡品のજػࡏ能をよりྑくҾき出すඍ構ઃܭが࣮ݱしています（ਤ（c））。
また、͝く؆୯なఴ加ࡎの工෉で、ޫや೤などの֎෦ܹࢗによってཻ子ؒՍڮを形੒するػ構を෇༩
することができ、ݪྉඍཻ子の෼ࢄ・ू߹ঢ়ଶをҡ持しながら様々なෳࡶ形ঢ়を෇༩できるٕज़΁展
開しています（ਤ（E））。本ܥでは༗ػ෼࢖用ྔが従来手法の͓よそ̍��0ҎԼであり、ඈ༂的にס૩
や୤ૢࢷ作࣌ؒを୹ॖすることもՄ能です。
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図 （a） 会合体型高分子分散剤の設計概念、微粒子に対する吸着性とスラリーの分散化、（b） エポ
キシ樹脂中におけるAgナノ粒子配列化、（c） Si微粒子周りに酸化物微粒子が集積化したセラミッ
クス成形体、（d） 窒化ケイ素用５成分スラリーから作製した複雑形状成形体 （その場固化法）




